
題材 時間 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

オリエンテーショ
ン

1

西都市の歴史や文化
財に興味・関心をもち、意
欲的に学習しようとす
る。

西都の歴史や文化財
についての理解を深め
るとともに、さいと学の
全体像について捉える
ことができる。

2～4

自分の調べた内容を、
相手に伝わるように意欲
的に発表しようとする。
他の生徒の発表に興

味・関心を持ち、メモを取
りながら真剣に聞こうと
する。

「伊東マンショ」につい
て調べていく中で、マン
ショの功績の素晴らしさ
に気づく。また、自分と他
の生徒の意見を比較し
ながら聞くことができ
る。

「伊東マンショ」につい
て、資料やインターネット
等を活用して調べること
ができる。また、大事な
ところを整理してレポー
トとして表現することが
できる。

「伊東マンショ」につい
ての歴史・功績などにつ
いて理解することができ
る。

5～9

自分で決めたテーマ
について、意欲的に調べ
ようとする。

自分で決めたテーマ
を調べていく中で、地域
の良さ、人々の思いに気
づくことができる。

自分で決めたテーマ
について、郷土史等の資
料やインターネットを活
用して調べることができ
る。

地域の歴史・伝統の特
徴がわかる。

10～15

自分で調べたテーマ
について分かりやすくま
とめ、意欲的に相手に伝
えようとする。

調べたことを発表す
ることで、地域の良さを
再確認することができ
る。

自分でまとめた歴史・
伝統・自然・環境につい
て、情報機器等を活用し
ながら相手に伝えること
ができる。

歴史・伝統・自然・環境
について理解し、地域の
人々の思いや願いが理
解できる。

16～18

自分の感じたことを、
相手に伝わるように意欲
的に発表しようとする。
他の生徒の発表に興

味・関心を持ち、メモを取
りながら真剣に聞こうと
する。

「石井十次」について
のビデオを通して、十次
の功績の素晴らしさに気
づく。
自分の感想と他者の

感想を比較しながら聞く
ことができる。

「石井十次」について
のビデオを見て、感じた
ことを文章で表現するこ
とができる。

「石井十次」の功績を
通して、福祉の意義につ
いて理解することができ
る。

19～21

西都の福祉・ボラン
ティアの現状・高齢者の
福祉について自分たち
にできることを考えよう
とする。

学習を通して、自分の
これまでの福祉に対す
るイメージや考えと比較
することができる。

適切な言葉遣いやマ
ナーについて、場に応じ
て実践することができ
る。

西都の福祉・ボラン
ティア・高齢者の福祉に
ついての現状を知り、こ
れからの自分たちの役
割について理解する。

22～23

福祉について興味・関
心をもち、準備や清掃活
動に意欲的に取り組もう
とする。

交流会や体験活動を
行うために、必要なもの
や事前に準備すべきこと
について考えることが
できる。

福祉施設での生活や
施設の現状について理
解することができる。

24～29

これまでに学習したこ
とを生かしながら、福祉
体験学習に取り組もうと
する。

　体験を通して学んだこ
とを、これまでの自分の
在り方と照らし合わせ、
これからの西都の福祉に
ついて考えることができ
る。

これまでに学習した内
容を、実際の体験の場面
で活用することができ
る。

福祉の仕事内容や職
業の意義について、実際
の体験を通して理解する
ことができる。

30～33

体験先の職場へ感謝
の気持ちをこめて、意欲
的にお礼状や報告書を
書こうとする。

福祉体験学習で学ん
だことをわかりやすく伝
えるために、報告する内
容を精選し、説明の順序
を組み立てることができ
る。

お礼状や報告書を、実
際に体験した内容を交え
ながら、分かりやすく書
くことができる。

お礼状や報告書の書
き方について理解するこ
とができる。

34～35

自分の体験した内容
を、相手に伝わるように
意欲的に発表しようとす
る。
他の生徒の発表に興

味・関心を持ち、メモをと
りながら真剣に聞こうと
する。

他の生徒の発表を聞
き、自分の意見や考えと
比較しながら、良い点や
参考にしたい点を見いだ
すことができる。

自分の発表内容を、他
の生徒に分かりやすく発
表し、質疑に応答するこ
とができる。

他の生徒の発表を聞
き、福祉についての知識
を深めることができる。

さいと学評価規準例＜第１学年＞

西都の歴史・風土
について調べよ
う

福祉について考
えよう

福祉について考
えよう（発表）



題材 時間 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

オリエンテー
ション

1

西都市の歴史や文
化財に興味・関心をも
ち、意欲的に学習しよ
うとする。

西都の歴史や文化
財についての理解を
深めるとともに、さい
と学の全体像につい
て捉えることができ
る。

2～7

西都市と修学旅行
先の自然・産業・文化に
ついて興味・関心を持
ち、意欲的に調べよう
とする。

西都市と修学旅行
先の自然・産業・文化の
違いが何に起因する
のか、調査学習で得た
知識をもとに考えるこ
とができる。

調査の視点に沿っ
て、書物や資料、イン
ターネットなどを活用
して情報を探すことが
できる。
調査結果について、

分かりやすくまとめる
ことができる。

西都市と修学旅行
先の自然・産業・文化の
違いを理解することが
できる。

8～9

自分の調べた内容
を、相手に伝わるよう
に意欲的に発表しよう
とする。
他の生徒の発表に

興味・関心を持ち、メモ
をとりながら真剣に聞
こうとする。

他の生徒の発表を
聞き、自分の意見や考
えと比較しながら、よ
い点や参考にしたい点
を見出すことができ
る。

自分の発表内容を、
他の生徒に分かりやす
く発表し、質疑に適切
に応答することができ
る。

西都市と修学旅行
先の自然・産業・文化の
違いについて説明す
ることができる。

10～12

職業について興味・
関心を持ち、働く人の
思いを意欲的に聞こう
とする。

働く人の話を聞き、
自分のこれまでの職
業に対するイメージや
考えと比較することが
できる。

社会には様々な職
業があり、それぞれに
やり甲斐や必要な技
能・資格があることを
理解することができ
る。

13～20

職場体験学習へ興
味・関心を持ち、準備
や事前訪問などに意
欲的に取り組もうとす
る。

職場体験学習を行
うために必要なもの
や事前に準備すべきこ
とについて考えること
ができる。

職場での適切な言
葉遣いやマナーにつ
いて、場に応じて実践
することができる。

職業の分類や最近
の職業をめぐる問題に
ついて理解すること
ができる。

21～32

これまでに学習した
ことを生かしながら、
真剣に職場体験学習
に取り組もうとする。

体験を通して学んだ
ことを、これまでの自
分の在り方と照らし合
わせ、将来の職業選択
に向けて望ましい職業
観や勤労観を育むこと
ができる。

これまでに学習した
内容を、実際の体験の
場面で活用すること
ができる。

体験先の仕事内容
や職業の意義につい
て、実際の体験を通し
て理解することができ
る。

33～34

体験先の職場へ感
謝の気持ちを込めて、
意欲的にお礼状や報
告書を書こうとする。

職場体験学習で学
んだことを分かりやす
く伝えるために、報告
する内容を精選し、説
明の順序を組み立て
ることができる。

お礼状や報告書を、
実際に体験した内容を
交えながら、分かりや
すく書くことができ
る。

お礼状や報告書の
書き方について理解す
ることができる。

35

自分の体験した内容
を、相手に伝わるよう
に意欲的に発表しよう
とする。
他の生徒の発表に

興味・関心を持ち、メモ
をとりながら真剣に聞
こうとする。

他の生徒の発表を
聞き、自分の意見や考
えと比較しながら、よ
い点や参考にしたい点
を見出すことができ
る。

自分の発表内容を、
他の生徒に分かりやす
く発表し、質疑に適切
に応答することができ
る。

他の生徒の発表を
聞き、職業についての
知識を深めることがで
きる。

他の地域と
西都を比較
しよう

望ましい職
業観、勤労観
を身に付け
よう（発表）

望ましい職
業観、勤労観
を身に付け
よう

さいと学評価規準例＜第２学年＞



題材 時間 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

オリエンテー
ション

1

西都市の歴史や文化財
に興味・関心をもち、意欲
的に学習しようとする。

西都の歴史や文化財に
ついての理解を深めると
ともに、さいと学の全体
像について捉えることが
できる。

自己進路計画
の作成

2～3

自分の進路目標につい
て真剣に考え、より良い
生き方を目指して意欲的
に取り組むことができる。

自分の将来の生き方や
進路に関する情報を元に
して具体的な将来の設計
図を描くことができる。

自分の生き方や進路に
関する様々な情報を取捨
選択して、整理して表現
することができる。

礼法指導 4～5

礼法について、関心を
もって講話を聴いたり、実
践に参加することができ
る。

日常の生活の場面で、
ＴＰＯに応じた礼儀作法を
使い分けることができる。

個別指導の際に、所作
の留意点に注意しなが
ら、実践することができ
る。

講話を聴いたり、実践
をすることによって日本
人として正しい礼儀作法
についての留意点を理解
することができる。

作文・小論文制
作１

6～7

高校入試に向けて、文
章を書くということに関
心を持ち、意欲的に活動
に取り組むことができる。

作文と小論文の例を見
て、文章構成や表現の工
夫の仕方などについて考
えることができる。

作文を書く手順、作文
のテーマに沿って、自分
の考えを文章で表現する
ことができる。

小論文と作文の違い
や、文章を書く手順、文章
構成の仕方について理解
することができる。

高校説明会の
実施

8～9

17～18

様々な高等学校の特色
などについて関心をも
ち、意欲的に参加するこ
とができる。

説明された各高等学校
の特色を自分の進路先と
照らし合わせ、活用するこ
とができる。

説明された各高等学校
の特色をワークシートに
整理し、表現することが
できる。

それぞれの高等学校の
校風、学科、部活動、行
事、進路先などについて
理解することができる。

作文・小論文制
作２

10～12

19～21

高校入試に向けて、文
章を書くということに関
心を持ち、意欲的に制作
活動に取り組むことがで
きる。
他の生徒の発表を聞

き、良いところを積極的に
見つけようとする。

作文（小論文）の制作に
おいて、設定された時間
配分や文字数を意識しな
がら、文章を構成するこ
とができる。
他の生徒の発表を聞

き、自分の作文（小論文）
と比べて良い点を見つけ
ることができる。

作文（小論文）を書く手
順、テーマに沿って、自分
の考えを文章で表現する
ことができる。
自分の書いた作文（小

論文）を、発表のしかたに
留意しながら発表するこ
とができる。

文章を書く手順や文章
構成の仕方、制作時の時
間配分について理解する
ことができる。

卒業生・社会人
と語る会の実
施

13～16

社会に出て働くという
ことについて考え、将来
の自分をイメージしなが
ら、意欲的に会に参加す
ることができる。

講話を聴き、自分の将
来の生き方や進路選択、
中学校生活の中でやって
おくべきことを思い描く
ことができる。

講話を聴き、将来に向
け自分のするべきことは
何かを整理し、表現する
ことができる。

社会に出てから必要と
なる能力や考え方、働く
上で生じる責任などにつ
いて理解することができ
る。

個人面接及び
礼法指導

22～27

高校入試に備え、関心
をもって面接の練習に臨
み、試験当日と同じよう
な緊張感を持ち、意欲的
に取り組むことができる。

質問への答え方や、面
接時の立ち振る舞いにつ
いて、日常の生活と使い
分けることができる。

面接を受ける際の正し
いマナーや、質問への的
確な受け答えについて、
模擬面接で実践すること
ができる。

面接を受ける際の基本
的なマナーや、受け答え
の仕方について理解する
ことができる。

集団討議及び
礼法指導

28～33

高校入試に備え、関心
をもって集団討議の練習
に望み、試験当日と同じ
ような緊張感を持ち、意
欲的に取り組むことがで
きる。

意見発表の場におい
て、定められた時間を意
識しながら文章を構成、
発表することができる。

集団討議や意見発表の
方法を習得し、模擬練習
において実践することが
できる。

発表する意見を組み立
てるときの文章構成法
や、集団討議の方法につ
いて理解することができ
る。

在校生への進
路アドバイス

34～35

充実した学校生活を
送ってもらうために、自分
の３年間の経験を在校生
に伝えようと、意欲的に
活動に取り組むことがで
きる。

３年間の学校生活を振
り返り、在校生に伝えるべ
き経験や思いについて考
えることができる。

自分の学校生活の経験
から在校生に感じてほし
いこと、学んでほしいこと
を、分かりやすくレポート
にまとめることができる。

さいと学評価規準例<第３学年>


